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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像情報を撮像する撮像手段と、
　第１の記録媒体に映像情報を記録または前記第１の記録媒体から映像情報を再生する第
１の記録再生手段と、
　第２の記録媒体に映像情報を記録または前記第２の記録媒体から映像情報を再生する第
２の記録再生手段と、
　外部から電源を供給可能な外部電源入力端子と、
　バッテリと、
　前記第１の記録再生手段と前記第２の記録再生手段を制御するモードが、前記撮像手段
により撮像した前記映像情報を前記第１または第２の記録媒体に記録するように前記第１
または第２の記録再生手段を制御する撮像モードであるか、前記第１の記録媒体から映像
情報を再生して前記再生した映像情報を前記第２の記録媒体に記録するダビング動作をす
るように前記第１及び第２の記録再生手段を制御するダビングモードであるかを検知し、
前記モードが前記撮像モードであると検知された場合には、前記外部電源入力端子または
前記バッテリからの電力供給により前記撮像手段と前記第１または第２の記録再生手段を
動作させ、前記モードが前記ダビングモードであると検知され、前記ダビング動作を行な
う場合であって、前記第１の記録再生手段及び前記第２の記録再生手段が前記外部電源入
力端子からの電源供給にて動作しているときには、前記ダビング動作を行ない、前記第１
の記録再生手段及び前記第２の記録再生手段が前記外部電源入力端子からの電源供給にて
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動作していないときには、前記ダビング動作を行なわないように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮像装置であって、
　映像情報を表示する表示手段を有し、
　前記制御手段は、前記ダビング動作を行なっている場合に、前記第１の記録媒体から再
生した前記映像情報を前記表示手段に表示することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の撮像装置であって、
　前記表示手段は、ＬＣＤであること、
　を特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１から３いずれか１項に記載の撮像装置であって、
　前記第２の記録媒体は、取り出し可能な記録媒体であること、
　を特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項１から４いずれか１項に記載の撮像装置であって、
　前記第１の記録媒体は、ハードディスクであり、
　前記第２の記録媒体は、光ディスクであること、
　を特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報記録再生装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術で、例えばＨＤＤレコーダ等において、複数のチャンネルの映像或いは音声デ
ータを、同時にＨＤＤに記録する方法に関するもの、或いは、例えばデジタルカメラ等に
おいて、静止画情報を、2つの圧縮方式で記録する方法に関するものがある。この例とし
ては、特許文献１がある。
【０００３】
　また、ＨＤＤとＤＶＤのコンビネーションのレコーダでダビングを行うもの、或いは省
電力でＨＤＤ或いはＤＶＤの片方のドライブを停止する方法に関するものとして例えば、
特許文献２がある。
【０００４】
【特許文献１】特開平０９－２８４７１５号公報
【特許文献２】特開２００４－１５９２２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、映像及び音声情報の世界における映像及び音声のデジタル化、及び、映像及び音
声データの圧縮技術の向上により、ＶＴＲをはじめとするテープ記録から、ＤＶＤ、ハー
ドディスクドライブ（ＨＤＤ）等のディスク記録への移行が、急速に行われつつある。そ
の代表的なものとして、ハードディスクドライブ（以下ＨＤＤと称する）とＤＶＤドライ
ブとが混在するＨＤＤ＆ＤＶＤハイブリッドレコーダである。これは、例えば、放送局か
ら、あるいは外部入力端子からの映像或いは音声情報を一旦ＨＤＤに記録した後、保存し
たい場合にＤＶＤディスクにバックアップ他で記録する、いわゆるダビングを行うもので
、近年各社から発売され、今後大きな市場に成長する製品である。
【０００６】
　ここで、ＨＤＤは８０ＧＢから数百ＧＢの容量を持っているが、例えば、ＤＶＤディス
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クはディスク1枚当たり、約４．７ＧＢ程度の容量になる。ＤＶＤディスクには、例えば
、映画等の映像用の光ディスクであるディジタルビデオディスク（以下ＤＶＤ－Ｖｉｄｅ
ｏと略す）、或いはコンピューター用途としてアプリケーションソフト、ゲームソフト、
各種データ記録用に応用されたＤＶＤ－ＲＯＭがその代表的なものである。或いは個人情
報のバックアップ記録、ＶＴＲの置き換えのＤＶＤレコーダ用として、ＤＶＤ－ＲＡＭ、
ＤＶＤ±ＲＷ、ＤＶＤ±Ｒ等の光ディスクを使った書き換え可能な光記録媒体がある。上
記レコーダは、外部から送られてくる映像或いは音声データを一旦ハードディスクに記録
し、その後バックアップのためにＤＶＤディスクに記録するいわゆるダビングを行うもの
である。
【０００７】
　一方、家庭用カメラ市場においても、テープ記録からディスクへのメディアチェンジが
行われ始めており、８ｃｍＤＶＤディスクを使ったＤＶＤカメラ、或いは、小型のＨＤＤ
を記録媒体に使ったＨＤＤカメラが種々メーカから製品化されている。
【０００８】
　家庭用カメラ市場において、テープ記録からディスクへのメディアチェンジが行われ始
めており、８ｃｍＤＶＤディスクを使ったＤＶＤカメラ、或いは、小型のＨＤＤを記録媒
体に使ったＨＤＤカメラが種々メーカから製品化されている。しかしながら、これらディ
スクカメラはそれぞれにメリット、或いはデメリットがあり、例えばＤＶＤカメラは取り
出し可能な媒体なので、記録した物をそのままディスクとして残す事が出来る反面、記録
時間には限りがあり、例えば８ｃｍＤＶＤディスクでは、一枚あたりの記録時間は高々1
時間程度になり、長時間の記録には不向きであった。また、ＨＤＤカメラはＨＤＤの容量
にも依存するが、一般的には８ｃｍＤＶＤディスクの数倍から数十倍の容量があるため、
長時間録画に最適である。
【０００９】
　しかしながら、容量には限度が有るため、記録した後に別の媒体に記録しなおして残す
必要があり、不便であった。また、ＤＶＤカメラ、ＨＤＤカメラの両方に言えることだが
、一つの媒体のみで編集する事は非常に不便であった。これに関し、現在発売されている
ＨＤＤ＆ＤＶＤコンビネーションレコーダと同じように、小型のＨＤＤをＤＶＤカメラに
入れることも可能であるが、基本的にバッテリ駆動のカメラ用途では、ＨＤＤとＤＶＤの
両方のドライブを動かしてはバッテリの消費が大きく、現実的ではない。
【００１０】
　本発明の課題は、小型のＨＤＤをＤＶＤカメラに搭載してもバッテリ駆動可能なＨＤＤ
と光ドライブ（例えば、ＤＶＤあるいはＢｌｕ－ｒａｙドライブ）の両方を搭載した映像
あるいは音声情報記録再生装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題は、特許請求範囲に記載された発明により達成される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、電力消費の少ない情報記録再生装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施例を、図１、２、３を用いて説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１は本発明の一実施例である映像或いは音声記録再生装置1の概略構成である。
  図１において、撮影手段５は、撮影光学系２やＣＣＤ（撮像素子）３やＡ／Ｄ変換器４
などからなり、被写体像を撮影光学系２によってＣＣＤ３上に結像させ、ＣＣＤ３により
画像信号を得て、これをＡ／Ｄ変換器４によってディジタル化して出力する。６は、撮影
手段５からの画像信号を画像データに変換処理する画像信号処理手段で、この画像信号処
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理手段６は、音声情報信号入力手段であるマイクロフォン(図示せず)からの音声情報信号
をも処理するようになっている。
【００１６】
　また、再生時には、画像信号処理手段６は、後記記録再生信号処理手段７からの画像デ
ータを表示出力用の画像情報信号に変換処理するようになっており、さらに、この画像信
号処理手段６は、後記記録再生信号処理手段７からの音声データを音声出力用の音声情報
信号に変換処理するようになっている。ビデオカメラの場合、画像データ、音声データは
連続的に画像信号処理手段６で処理を行われており、画質、音質は、画質信号処理手段６
の処理能力で決められ、その処理能力により画像信号処理手段６から記録再生信号処理手
段７に送られるデータの転送速度が決まる。
【００１７】
　７は記録再生信号処理手段で、画像信号処理手段６からの画像データ（音声データを含
む）を、ディスク状記録装置であるＨＤＤ１０または、ＤＶＤ或いはＢｌｕ－ｒａｙディ
スク等へ記録する光ドライブ（ＯＤＤ）１１へ記録するための記録フォーマットにしたが
った記録データに変換するため、または、光ドライブ（ＯＤＤ）１１から再生された記録
データを画像データ（音声データを含む）に変換処理するため、エンコード／デコード処
理、変調／復調処理、ＥＣＣ付加／誤り訂正処理などの処理を行う。
【００１８】
　ディスク状記録装置への記録、或いは再生の転送速度は、上記記録再生信号処理手段７
の処理能力、ディスク状記録装置１０、１１の処理能力により決まる。９は上記画像信号
処理手段７からの画像データ（音声データを含む）を一時記憶するメモリである。上記メ
モリは、画像信号処理手段７から転送される画像データ或いは音声データの転送速度が、
ディスク状記録装置１０、１１に記録を行う速度より速い場合に蓄積されている。従って
、ディスク状記録装置１０、１１への記録は、前記メモリへの蓄積量がメモリ容量以上に
ならないうちに記録する必要がある。
【００１９】
　８はＬＣＤ等よりなる画像表示手段である。そして、再生時には、ディスク状記録装置
１０、１１からのデータをメモリ９に一旦蓄積された後、記録再生信号処理手段７で元の
画像データに変換され、画像信号処理手段６を経て、この画像表示手段８に表示される。
【００２０】
　１２は、装置全体の統括制御を司る制御マイコンよりなるシステム制御手段で、このシ
ステム制御手段１２によって、上述した装置の各部の制御や、全体の統括管理を行う。
【００２１】
　図２は本発明の映像或いは音声記録再生装置1へ電源供給を行う手段について示す構成
図である。
２０は外部電源入力端子、２１は充電回路、２２はバッテリー、２３は電源回路（ＤＣ－
ＤＣコンバータ）、２４は電源監視手段である。外部電源入力端子２０から電源供給を行
っている場合にはこの外部電源入力端子２０から供給された電源によりバッテリー２２を
充電回路２１により充電する。
【００２２】
　外部電源が供給されているときは、充電回路２１から電源回路２３を介して各ブロック
に供給し、外部電源が接続されていないときには、バッテリー２２からの電力を電源回路
２３を介して各ブロックへ供給する。
【００２３】
　ここで電源監視手段２４は、外部電源が接続されて外部電源で装置が動作しているのか
、バッテリー２２で動作しているのかを判断する手段であり、その結果を制御手段１２へ
送っている。図２では電源監視手段２４は独立した手段としているが、ハードウェア上、
充電回路２１や、電源回路２３の中に何処から入力し、何処へ出力するのが分かるような
構成の場合、これを監視手段として代用しても構わない。
【００２４】
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　ここで、本発明のひとつの特徴を示す一実施例を図３を用いて説明する。本装置はカメ
ラ等の基本的に屋外で使う装置のため、消費電力低減が大きな課題となる。従って、カメ
ラの記録モードにより、ＨＤＤ１０に記録するのか、光ドライブ１１に記録するのかを判
断してそれに応じて各ドライブの省電力設定を行うようにしている。カメラの記録モード
には基本的に次の３つのモードがある。
【００２５】
　すなわち、実際に対象物を撮影する撮影モード、撮影された情報を編集する編集モード
、ＨＤＤ＆光ドライブのコンビネーションシステムで存在するＨＤＤから光ドライブへ、
或いは光ドライブからＨＤＤへ情報をコピーするダビングモードの３つである。
【００２６】
　ステップＳ１において記録モードがどの様になっているかを制御手段１２が判断する。
ステップＳ２において、撮影モードかどうかを判断し、撮影モードの場合には、ステップ
Ｓ４でＨＤＤ１０に記録するモードなのか、光ドライブ１１に記録するモードなのかを判
断し、ＨＤＤ１０に記録するモードではステップＳ５で光ドライブ側への電源供給を抑え
る、或いは光ドライブ内部に対し、省電力を行うモードへ移行させるような制御処理を行
う。
【００２７】
　ステップ４で、光ドライブ１１に記録するモードと判断した場合にはステップＳ６でＨ
ＤＤ側への電源供給を抑える、或いはＨＤＤ内部に対し、省電力を行うモードへ移行させ
るような制御処理を行う。その後実際の撮影をステップＳ９で行う。
【００２８】
　ステップＳ２において、撮影モードでないと判断した場合にはステップＳ３へ移行する
。この場合には、編集モードかダビングモードの２つのどちらかになるため、どちらのモ
ードでもＨＤＤ１０及び、光ドライブ１１は動作していることが必要なため、電源供給を
抑えたり、省電力モードへ移行する事は出来ない。但し、編集モードなのかダビングモー
ドなのかに応じて電源供給の方法を変えることは可能なので、この判断をステップＳ３で
行う。
【００２９】
　ステップＳ３において、編集モードの場合には後述するステップＳ７（図４の処理）を
行い、編集モードではなく、ダビングモードと判断した場合には後述するステップＳ８（
図５の処理）を行う。
図４は図３のステップＳ３で編集モードと判断された場合の処理の詳細を述べたものであ
る。
【００３０】
　ここで、編集の時には例えばＨＤＤ１０に記録されている情報を電力消費が大きいＬＣ
Ｄ８でその編集を行いたい情報を確認しながら情報のカット、移動、光ドライブ１１への
再記録等を行うことになる。従って、ＨＤＤ１０、光ドライブ１１、ＬＣＤ８の電力消費
量が大きい３つの部位が動作することになるので、基本的に十分な電力供給が行われる外
部電源で動作させる事が必要になる。逆に、バッテリのままで編集を行った場合には、バ
ッテリ消費量が多くなるので、途中でバッテリ切れが発生することが予想され編集途中の
電源切れでユーザにとっては不都合になり是非避けたいためである。
【００３１】
　図４のステップＳ１０において、装置を動作させるための電源供給がバッテリ２２から
なのか、或いは外部電源端子２０から供給される外部電源かを判断し、ステップＳ１１に
おいて、外部電源で動作している場合には十分な電力供給が行われるため、ステップＳ１
２において編集許可処理を行い編集が可能なようにする。
【００３２】
　その後ステップＳ１４の編集処理を行う。電源がバッテリ２２で動作しているときには
ステップＳ１３においてユーザに対して電源の変更、具体的には「この動作はバッテリ接
続では出来ません。外部電源の接続をお願いします。」などの表示をＬＣＤ８に表示させ
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、外部電源を入力するように促した後、ステップＳ１５の編集禁止処理を行って終了する
。
【００３３】
　図５は図３のステップＳ３でダビングモードと判断された場合の処理の詳細を述べたも
のである。
ここで、ダビングの時には例えばＨＤＤ１０に記録されている情報を単に光ドライブ１１
へコピーさせる作業のため、基本的にはＬＣＤ８を動作させる必要がない。従って、電力
消費量の多い部位はＨＤＤ１０、光ドライブ１１の２つのみのため、バッテリの残量があ
る程度確保していれば記録は可能である。
【００３４】
　また、基本的にダビングは何枚もの連続ダビングはなく、１枚記録した後にディスクを
取り替えるため、それぞれでバッテリの残量を確認できればよいので、1枚分の記録に要
する電力消費量を考慮すればいいので、バッテリ残量が有る程度あれば、十分バッテリ駆
動でダビングすることは可能である。
【００３５】
　図５のステップＳ１０において、装置を動作させるための電源供給がバッテリ２２から
なのか、或いは外部電源端子２０から供給される外部電源かを判断し、ステップＳ１１に
おいて、外部電源で動作している場合には十分な電力供給が行われるため、ステップＳ１
７においてダビング許可処理を行いダビングが可能なようにする。その後ステップＳ１８
のダビング処理を行う。
【００３６】
　電源がバッテリ２２で動作しているときにはステップＳ１６においてバッテリ残量をみ
て残量が閾値以上の場合にはステップＳ１７のダビング許可処理を行いダビング可能にす
る。残量が閾値以下の場合にはダビング途中で記録停止する可能性が高いため、ステップ
Ｓ１８のダビング禁止処理を行って終了する。ステップＳ１６のバッテリ残量はバッテリ
の使用時間を監視しても良いし、バッテリからの供給電圧を監視して判断しても良い。
【００３７】
　また、ステップＳ１７のダビング許可処理ではダビングモードの選択後、実際ダビング
が始まるまでにＬＣＤ８への電源供給の停止処理、或いはＬＣＤの省電力制御を行う処理
等を含む。バッテリの残量によっては、ＬＣＤのバックライト光量を減らす省電力制御を
行い、ＬＣＤを動作させても良い。特に、バッテリで動作している場合には、ＬＣＤのバ
ックライト光量を減らす省電力制御を行う。
【００３８】
　以上説明したように、本発明の映像あるいは音声情報記録再生装置は、消費電力の大き
い、表示を行うＬＣＤ、記録を行うＨＤＤと光ドライブの省電力制御を行い、必要の無い
ときには停止するような制御を行うようにした。
【００３９】
　例えばバッテリで駆動する戸外での撮影時はＬＣＤを見ながらの撮影のため、記録はＨ
ＤＤのみ動作させ、光ドライブの動作を停止させる。或いは光ドライブのみ動作させ、Ｈ
ＤＤの動作を停止する。
【００４０】
　例えば、編集時には、ＨＤＤに記録された情報からある場面を選択しながら光ドライブ
に記録することになるため、ＬＣＤなどの表示画面を見ながら編集するのが普通になる。
従って、消費電力の大きい表示装置のＬＣＤ、ＨＤＤ、光ドライブの3つが同時に動作す
る事になり、バッテリのみの場合、バッテリ持ち時間が激減してしまうので、外部電源で
のみ動作を許可させる。
【００４１】
　例えば、単なるダビングの場合、ＬＣＤで表示している必要がないため、再生表示をし
ないダビングの場合にはバッテリの残量を見て閾値以上の場合にのみダビングを許可する
。
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【００４２】
　例えば、状況確認の再生表示を行う場合、即ち、ＬＣＤ表示している場合には大電流の
消費になるため、外部電源でのみ動作を許可させるである。
【００４３】
　上述のように，本発明は，例えば、ＨＤＤとＤＶＤとを組み合わせたハイブリッドＤＶ
Ｄカメラをはじめとした映像或いは音声記録再生装置、或いは、今後発売されるＢｌｕ－
ｒａｙカメラ等に利用される可能性が有る。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施例のシステムブロック図である。
【図２】本発明の電源供給方法を示すブロック図である。
【図３】本発明一実施例のシーケンスを示す図である。
【図４】本発明一実施例のシーケンスを示す図である。
【図５】本発明一実施例のシーケンスを示す図である。
【符号の説明】
【００４５】
１・・映像或いは音声記録再生装置、　　　２・・撮影光学系、　　３・・ＣＣＤ（撮像
素子）、４・・Ａ／Ｄ変換器、　　　　　５・・撮影手段、　　　　　　　６・・画像信
号処理手段、７・・記録再生信号処理手段、　　　８・・画像表示手段、　　　　９・・
メモリ、１０・・ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、　１１・・光ディスクドライブ（
ＯＤＤ）、１２・・制御手段、　　２０・・外部電源入力端子、　　２１・・充電回路、
２２・・バッテリ、　　２３・・電源回路、　　　２４・・電源監視手段。

【図１】

【図２】

【図３】
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